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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 27,030 △37.4 △1,431 ― △1,732 ― △1,072 ―

21年3月期第3四半期 43,184 ― 1,114 ― 672 ― 32 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 △16.01 ―

21年3月期第3四半期 0.48 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 57,425 13,490 23.5 201.47
21年3月期 57,992 14,399 24.8 215.04

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  13,490百万円 21年3月期  14,399百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  有  

未定としておりました22年３月期の期末及び年間の配当金額は、誠に遺憾でありますが、無配とさせていただきます。 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 2.50 ― 0.00 2.50
22年3月期 ― 0.00 ―

22年3月期 
（予想）

0.00 0.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 37,500 △23.4 △710 ― △1,160 ― △750 ― △11.20
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
(注)詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご参照ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見直し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在入手している情報に基づいて作成したものであり、          
多分に不確実な要素を含んでおります。従いまして、実際の業績は、今後様々な要因により異なる場合があります。 
 なお、業績予想に関する事項は、５ページの【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情報をご参照ください。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 67,000,000株 21年3月期  67,000,000株

② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  39,337株 21年3月期  38,109株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 66,961,174株 21年3月期第3四半期 66,964,071株
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間（平成 21 年４月１日から平成 21 年 12 月 31 日）は、一昨年のリーマンショックによ

る金融市場の混乱が実体経済にまで波及したため、期首から第２四半期にかけても需要の大きな低迷が続き売上

高、損益共に非常に厳しい結果となりました。この間世界各国による景気対策の実施により、第２四半期から第３

四半期にかけて需要は徐々に回復し、特に中国を始めとするアジア向けの輸出が持ち直したことにより鉱工業生産

は増産に転じています。 

当ステンレス業界においてもエコカー減税・補助金やエコポイントなど国内需要の喚起策により回復傾向を示し

ております。当社においては第２四半期までは、生産量減少に伴う固定費負担の増加による製造原価の上昇、また

ニッケル単価下落に伴う材料評価損（高単価原料の在庫）等の損益マイナスリスクが、第３四半期に入り生産量の

増加に伴いほぼ解消し、大幅な損益の回復となりました。 

販売量の増加要因としては、自動車モール材、記憶装置の部品材料、コイン電池用材料などＩＴ家電に使用され

る材料の回復が顕著になり、第３四半期の販売量は、前年度の第１四半期の月当たり平均に対し 80％に回復をいた

しました。また期首から継続している費用削減による構造的改善も進められております。しかし全体的な需要活力

はいまだ弱く先行き不透明な状況にあります。 

このような状況のもと更なる安定した受注を目指し、試作サービスセンターの開設、新戦略商品である高精密バ

ネ（ＨＡ、ＨＳ仕上げ）材の拡販など受注確保に向けた活動を強化しております。 

当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は前年同期と比べ 161 億５千３百万円（37.4％）減収

の 270 億３千万円となりました。損益面につきましては第２四半期連結累計期間の累計損失を消すには至らず、前

年同期と比べ営業損益は 25 億４千６百万円減益の 14 億３千１百万円の損失、経常損益は 24 億４百万円減益の 17

億３千２百万円の損失となり、四半期純損益は 11 億４百万円減益の 10 億７千２百万円の損失となりました。 

（試作サービスセンターURL：http://www.nipponkinzoku.co.jp/modules/c_products02/rewrite/tc_12.html）

 

事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。 

 

① みがき帯鋼部門 

みがき帯鋼部門におきましては、デジタルカメラなどの筐体用材料は依然需要は低迷しているものの、当社

の主要用途である自動車関連では、エコカー減税などの景気刺激策による自動車生産台数の増加に伴い、光輝

仕上材の受注増加及び中国向け自動車モール材の受注増加、記憶装置用途で使用される精密バネの回復に加

え、医療器具の需要も堅調に推移したことから、販売量は前年度の第１四半期の月当たり平均に比較し 80％

まで回復しております。 

第２四半期までは、ニッケル価格の変動に伴う原料単価と販売単価とのタイムラグによる材料評価損の影響

を大きく受けたものの、第３四半期においてはその影響もほぼ解消し、損益につきましても順調に改善をして

おります。売上高につきましては、前年同期と比べ 150 億２千４百万円(40.4％)減収の 221 億２千万円、営業

損益につきましては前年同期と比べ 26 億１千３百万円減益の６億６千８百万円の損失となりました。 

② 加工品部門 

加工品部門におきましては、主力製品である異形鋼が新規拡販により増加したものの建築部材の需要は依然

低迷していることから、平鋼、アングルの販売に大きな影響が出ております。この間加工品部門では、拡販に

向けた営業活動を強化すると共に部門一体となった活動を実施した結果、売上高につきましては、前年同期と

比べ 11 億 2千 9百万円（18.7％）減収の 49 億１千万円、営業損益につきましては前年同期と比べ１億３千２

百万円減益の１千４百万円の損失となりました。 
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２．連結財政状態に関する定性的情報 

（１）資産、負債、純資産の状況 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ５億６千６百万円（1.0％）減少の 574 億２千

５百万円となりました。流動資産は、11 億９百万円減少の 234 億４千２百万円となりました。これは主に、世界同

時不況による前第４四半期連結会計期間の大幅な販売数量の減少からの回復、金融機関の休日にあたる当四半期末

日期日の未決済の受取手形の影響（10 億６千９百万円）により受取手形及び売掛金は 43 億６千３百万円増加した

ものの、当四半期末日期日の未決済の受取手形の影響及び返済による 22 億１千３百万円の借入金の減少により現金

及び預金が 33 億７百万円減少したこと、また、仕入れ価格の低下及び生産量の回復による製造コストの低下により

たな卸資産が 13 億７千１百万円減少したことによるものです。固定資産は、５億４千２百万円増加の 339 億８千３

百万円となりました。これは主に、有形固定資産の設備投資額が減価償却実施額を下回り有形固定資産が６億７千

万円減少した一方、当第３四半期（累計）純損失により繰延税金資産が 10 億７千９百万円増加したことによるもの

です。 

負債合計は、前連結会計年度末と比べ３億４千２百万円増加の 439 億３千５百万円となりました。これは主に、

前第４四半期連結会計期間の販売数量の減少からの回復により支払手形及び買掛金が 28 億８千５百万円増加した

一方、借入金が 22 億１千３百万円減少したことによるものです。 

純資産は、前連結会計年度末と比べ９億９百万円減少の 134 億９千万円となりました。これは主に、当第３四半

期（累計）純損失が 10 億７千２百万円であった一方、株価の上昇によりその他有価証券評価差額金が１億４千５百

万円増加したことによるものです。その結果、自己資本比率は 23.5％（前連結会計年度末 24.8％）となりました。

 

（２）キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動による収支と投資

活動による収支を合わせると、10 億６千３百万円の支出（前年同第３四半期連結累計期間 17 億６千２百万円の支

出）となり、さらに、財務活動による収支を加味すると、32 億９千８百万円の支出（前年同第３四半期連結累計期

間 12 億３千２百万円の支出）となり、当第３四半期連結会計期間末の残高は 37 億８千４百万円となりました。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によるキャッシュ・フローは、６千２百万円の支出（前年同第３四半期連結累計期間８億２千２百

万円の支出）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純損失が 18 億２千７百万円（前年同税金等調整

前四半期純利益４億９千５百万円）、減価償却費が 11 億８千万円（前年同第３四半期連結累計期間 11 億４千４

百万円）、たな卸資産の減少による収入 13 億９千１百万円、仕入債務の増加による収入 28 億５千９百万円があ

ったものの、当四半期末日期日の未決済の受取手形の影響（10 億６千９百万円）及び売上債権の増加による支

出 43 億５千１百万円等によるものです。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動によるキャッシュ・フローは、10 億円の支出（前年同第３四半期連結累計期間９億３千９百万円の

支出）となりました。これは、有形固定資産の取得による支出７億２百万円等によるものです。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によるキャッシュ・フローは、22 億３千４百万円の支出（前年同第３四半期連結累計期間５億２千

９百万円の収入）となりました。これは、短期借入金の純増及び長期借入れによる収入 22 億３千９百万円があ

ったものの、長期借入金の返済による支出 44 億５千３百万円等によるものです。 
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３．連結業績予想に関する定性的情報 

世界経済は各国の景気刺激効果もあって緩やかに持ち直しており、特に中国を初めとするアジア向けの輸出が順

調に回復を進めております。 

通期の連結業績予想につきましては、平成 21 年 10 月 23 日に発表した業績予想の達成を目指し、変更しておりま

せん。 

 

４. その他 

 （１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

    該当事項はありません。 

 

（２）簡便な会計処理および四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

①棚卸資産の評価方法 

       当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間末

の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

②固定資産の減価償却費の算定方法 

        固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却費予定額を期間按

分する方法によっております。 

③法人税の算定方法 

        法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額免除項目を重要なものに限定する方

法によっております。 

     

  （３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続き、表示方法等の変更 

      該当事項はありません。 
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５．四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：百万円)

当第3四半期連結会計期間末 
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,942 7,250

受取手形及び売掛金 11,574 7,210

商品及び製品 4,007 4,941

仕掛品 2,386 2,775

原材料及び貯蔵品 915 963

その他 635 1,434

貸倒引当金 △19 △24

流動資産合計 23,442 24,551

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,552 4,769

機械装置及び運搬具（純額） 6,965 7,502

土地 16,634 16,632

その他（純額） 788 706

有形固定資産合計 28,940 29,610

無形固定資産 347 357

投資その他の資産   

投資有価証券 1,817 1,642

その他 2,956 1,899

貸倒引当金 △78 △69

投資その他の資産合計 4,695 3,472

固定資産合計 33,983 33,440

資産合計 57,425 57,992
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(単位：百万円)

当第3四半期連結会計期間末 
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 10,614 7,728

短期借入金 14,636 13,817

未払法人税等 32 35

賞与引当金 82 313

その他 1,914 1,998

流動負債合計 27,280 23,893

固定負債   

長期借入金 10,247 13,280

退職給付引当金 2,215 2,210

再評価に係る繰延税金負債 4,035 4,035

負ののれん 0 0

その他 155 171

固定負債合計 16,654 19,699

負債合計 43,935 43,592

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,857 6,857

資本剰余金 986 986

利益剰余金 677 1,750

自己株式 △7 △7

株主資本合計 8,513 9,585

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 219 74

土地再評価差額金 4,855 4,855

為替換算調整勘定 △98 △116

評価・換算差額等合計 4,977 4,813

純資産合計 13,490 14,399

負債純資産合計 57,425 57,992
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第3四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第3四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 43,184 27,030

売上原価 37,375 24,692

売上総利益 5,808 2,338

販売費及び一般管理費 4,693 3,769

営業利益又は営業損失（△） 1,114 △1,431

営業外収益   

受取利息 5 6

受取配当金 64 37

負ののれん償却額 0 0

持分法による投資利益 0 1

受取賃貸料 53 48

受取保険金 － 79

その他 56 63

営業外収益合計 180 236

営業外費用   

支払利息 248 271

退職給付費用 255 230

その他 118 35

営業外費用合計 622 537

経常利益又は経常損失（△） 672 △1,732

特別利益   

貸倒引当金戻入額 39 8

特別利益合計 39 8

特別損失   

固定資産売却損 6 －

固定資産除却損 41 31

投資有価証券評価損 167 70

その他 － 1

特別損失合計 216 103

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

495 △1,827

法人税、住民税及び事業税 91 45

法人税等調整額 371 △800

法人税等合計 463 △754

四半期純利益又は四半期純損失（△） 32 △1,072
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：百万円)

前第3四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第3四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

495 △1,827

減価償却費 1,144 1,180

貸倒引当金の増減額（△は減少） △32 4

賞与引当金の増減額（△は減少） △382 △230

退職給付引当金の増減額（△は減少） △168 0

受取利息及び受取配当金 △69 △43

支払利息 248 271

受取保険金 － △79

為替差損益（△は益） 44 9

持分法による投資損益（△は益） △0 △1

固定資産売却損益（△は益） 6 －

固定資産除却損 41 31

投資有価証券評価損益（△は益） 167 70

ゴルフ会員権評価損 － 1

売上債権の増減額（△は増加） 2,603 △4,351

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,017 1,391

仕入債務の増減額（△は減少） △5,091 2,859

その他 △46 203

小計 △20 △510

利息及び配当金の受取額 73 41

利息の支払額 △248 △268

保険金の受取額 － 388

法人税等の支払額 △627 △46

法人税等の還付額 － 333

営業活動によるキャッシュ・フロー △822 △62

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △758 △702

有形固定資産の売却による収入 18 0

投資有価証券の取得による支出 △14 △7

投資有価証券の売却による収入 2 17

関係会社株式の取得による支出 － △9

貸付けによる支出 － △296

その他 △186 △3

投資活動によるキャッシュ・フロー △939 △1,000
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(単位：百万円)

前第3四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第3四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 4,153 1,209

長期借入れによる収入 － 1,030

長期借入金の返済による支出 △3,297 △4,453

リース債務の返済による支出 － △16

配当金の支払額 △323 △4

自己株式の取得による支出 △1 △0

その他 △1 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 529 △2,234

現金及び現金同等物に係る換算差額 △74 △3

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,307 △3,301

現金及び現金同等物の期首残高 4,907 7,085

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,599 3,784
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 （４）継続企業の前提に関する注記 

    該当事項はありません。 

 

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

    該当事項はありません。 
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